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（ⅰ）  階層的アプローチによる先端的地球システムモデリング
羽島　知洋 海洋研究開発機構 グループリーダー代理      筒井　純一 電力中央研究所 主席研究員

（ⅱ）  包括的な地球気候システム研究のための基盤構築
建部　洋晶 海洋研究開発機構 グループリーダー

（ⅳ） 領域課題間連携のための技術・事務支援
河宮未知生 海洋研究開発機構 センター長／東北大学WPI-AIMEC 教授

（ⅲ） 地球―人間システムの相互作用および将来シナリオ分析
立入　郁　 海洋研究開発機構 グループリーダー         横畠　徳太 国立環境研究所 主幹研究員

辻野 博之

室長

（ⅰ）   統合ハザードモデル開発と全国規模の将来予測
佐山　敬洋 京都大学防災研究所 教授

（ⅱ） 精緻なハザードモデル開発とメカニズムの解明
田中　賢治 京都大学防災研究所 教授　　　藤井　賢彦  東京大学大気海洋研究所 教授
吉田　武郎 農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究部門 上級研究員

（ⅲ）  激甚化する災害ハザードの温暖化要因の定量化
竹見　哲也 京都大学防災研究所 教授

（ⅳ）アジア太平洋地域でのハザードおよびリスク評価と国際協力
立川　康人 京都大学大学院 工学研究科 教授

（ⅴ）  ハザード・社会の将来変化に対応できる適応戦略
藤見　俊夫 京都大学防災研究所 准教授
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ハザード統合予測モデルの開発
実施責任者・課題代表：森 信人（京都大学防災研究所 教授）
代表機関／京都大学　　参画機関／東京大学、北海道大学、土木研究所ICHARM、農業・食品産業技術総合研究機構

領域課題

4
課　　　　　題 代　　表　　者

（ⅰ）   統合ハザードモデル開発と全国規模の将来予測 佐山　敬洋 京都大学防災研究所 教授

（ⅱ）  精緻なハザードモデル開発とメカニズムの解明 田中　賢治 京都大学防災研究所 教授

a    風水害・水資源に関するハザード評価 吉田　武郎 農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究部門 上級研究員

b    森林・沿岸生態系に関するハザード評価 藤井　賢彦 東京大学大気海洋研究所 教授

（ⅲ）  激甚化する災害ハザードの温暖化要因の定量化 竹見　哲也 京都大学防災研究所 教授

（ⅳ）  アジア太平洋地域でのハザードおよびリスク評価と国際協力 立川　康人 京都大学大学院 工学研究科 教授

（ⅴ）  ハザード・社会の将来変化に対応できる適応戦略 藤見　俊夫 京都大学防災研究所 准教授

日本域における気候変動予測の高度化
実施責任者・課題代表：辻野 博之（気象業務支援センター 研究推進部 第1研究推進室長）
代表機関／気象業務支援センター　　参画機関／北海道大学、東北大学、海洋研究開発機構、名古屋大学

課　　　　　題 代　　表　　者

（ⅰ）   日本域気候変動の予測システム開発とメカニズム解明 辻野　博之 気象業務支援センター 室長 

a    全球高解像度気候変動予測システム開発（全球班） 水田　　亮 気象業務支援センター 研究員 

b    日本域大気・陸面変動予測システム開発（領域班） 川瀬　宏明 気象業務支援センター 研究員 

c    日本域海洋変動予測システム開発（海洋班） 中野　英之 気象業務支援センター 研究員 

石川　洋一 海洋研究開発機構 センター長

d    統合的解析による日本域気候変動メカニズム解明（解析班） 遠藤　洋和 気象業務支援センター  研究員

（ⅱ）  地域・流域の適応策推進に向けた気候変動予測情報の創出・極端現象メカニズムの解明 山田　朋人 北海道大学大学院工学研究院 教授

a    高解像度データセットと力学的・統計的情報を統合した予測手法の開発 山田　朋人 北海道大学大学院工学研究院 教授

坪木　和久 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授

b    近年の極端気象に影響を及ぼす気候気象要因の分析 川瀬　宏明 気象業務支援センター 研究員

c    地域・流域スケールにおけるリスク増大・最大規模を考慮した極端現象のメカニズム解明 山崎　　剛 東北大学大学院理学研究科 教授

（ⅲ）  海外の脆弱地域における高精度気候予測データセットの創出 村田　昭彦 気象業務支援センター 研究員

ワークス「プロダクツ利活用促進」 仲江川敏之 気象業務支援センター 研究員

領域課題

3

気候変動予測と気候予測シミュレーション技術の高度化（全球気候モデル）
実施責任者・課題代表：渡部 雅浩（東京大学大気海洋研究所 教授）
代表機関／東京大学大気海洋研究所　　参画機関／海洋研究開発機構、国立環境研究所、気象業務支援センター

課　　　　　題 代　　表　　者

（ⅰ）   気候シミュレーション技術の高度化研究
a    気候・炭素循環予測技術の高度化と予測情報の創出 建部　洋晶 海洋研究開発機構 グループリーダー

b    モデルと衛星データの融合研究による気候変化プロセスの理解 鈴木健太郎 東京大学大気海洋研究所 教授

c    陸域環境変化の理解と予測 芳村　　圭 東京大学生産技術研究所 教授

（ⅱ）  地球システム変動の要因分析と予測
a    温暖化レベルの理解と予測不確実性の低減 小倉　知夫 国立環境研究所 室長

b    過去から将来の気候変動のメカニズム理解 小坂　　優 東京大学先端科学技術研究センター 准教授

c    イベント・アトリビューション研究の深化と発展 今田由紀子 気象業務支援センター 研究員

領域課題

1

カーボンバジェット評価に向けた気候予測シミュレーション技術の研究開発（物質循環モデル）
実施責任者・課題代表：河宮 未知生（海洋研究開発機構 地球環境部門 環境変動予測研究センター センター長
代表機関／海洋研究開発機構　　参画機関／国立環境研究所、電力中央研究所

課　　　　　題 代　　表　　者

（ⅰ）   階層的アプローチによる先端的地球システムモデリング
a    生態系・物質循環プロセスの高度化 羽島　知洋 海洋研究開発機構 グループリーダー代理

b    気候モデルエミュレータによる知見統合 筒井　純一 電力中央研究所 主席研究員

（ⅱ）  包括的な地球気候システム研究のための基盤構築 建部　洋晶 海洋研究開発機構 グループリーダー

（ⅲ）  地球―人間システムの相互作用および将来シナリオ分析
a    地球―人間システムのフィードバック解析 立入　　郁 海洋研究開発機構 グループリーダー

b    地球―人間システムの将来シナリオ分析 横畠　徳太 国立環境研究所 主幹研究員

（ⅳ）  領域課題間連携のための技術・事務支援 河宮未知生 海洋研究開発機構 センター長／東北大学WPI-AIMEC 教授

領域課題

2 兼任：東北大学 変動エコシステム高等研究所 教授）
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木本 昌秀

国立環境研究所
理事長
東京大学
名誉教授

プログラム
ディレクターPD

Masahide Kimoto

住　明正

東京大学 
名誉教授 
東京大学未来ビジョン
研究センター
客員研究員

アドバイザーAdvisor

Akimasa Sumi

（ⅰ）  階層的アプローチによる先端的地球システムモデリング
羽島　知洋 海洋研究開発機構 グループリーダー代理      筒井　純一 電力中央研究所 主席研究員

（ⅱ）  包括的な地球気候システム研究のための基盤構築
建部　洋晶 海洋研究開発機構 グループリーダー

（ⅳ） 領域課題間連携のための技術・事務支援
河宮未知生 海洋研究開発機構 センター長／東北大学WPI-AIMEC 教授

（ⅲ） 地球―人間システムの相互作用および将来シナリオ分析
立入　郁　 海洋研究開発機構 グループリーダー         横畠　徳太 国立環境研究所 主幹研究員

辻野 博之

室長

（ⅰ）   統合ハザードモデル開発と全国規模の将来予測
佐山　敬洋 京都大学防災研究所 教授

（ⅱ） 精緻なハザードモデル開発とメカニズムの解明
田中　賢治 京都大学防災研究所 教授　　　藤井　賢彦  東京大学大気海洋研究所 教授
吉田　武郎 農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究部門 上級研究員

（ⅲ）  激甚化する災害ハザードの温暖化要因の定量化
竹見　哲也 京都大学防災研究所 教授

（ⅳ）アジア太平洋地域でのハザードおよびリスク評価と国際協力
立川　康人 京都大学大学院 工学研究科 教授

（ⅴ）  ハザード・社会の将来変化に対応できる適応戦略
藤見　俊夫 京都大学防災研究所 准教授

2026.2

岩崎 俊樹

東北大学大学院
名誉教授・
学術研究員

プログラム
オフィサーPO

Toshiki Iwasaki

中北 英一

京都大学
総長特別補佐・
名誉教授
日本気象協会
常勤顧問

プログラム
オフィサーPO

Eiichi Nakakita

ハザード統合予測モデルの開発
実施責任者・課題代表：森 信人（京都大学防災研究所 教授）
代表機関／京都大学　　参画機関／東京大学、北海道大学、土木研究所ICHARM、農業・食品産業技術総合研究機構

領域課題

4
課　　　　　題 代　　表　　者

（ⅰ）   統合ハザードモデル開発と全国規模の将来予測 佐山　敬洋 京都大学防災研究所 教授

（ⅱ）  精緻なハザードモデル開発とメカニズムの解明 田中　賢治 京都大学防災研究所 教授

a    風水害・水資源に関するハザード評価 吉田　武郎 農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究部門 上級研究員

b    森林・沿岸生態系に関するハザード評価 藤井　賢彦 東京大学大気海洋研究所 教授

（ⅲ）  激甚化する災害ハザードの温暖化要因の定量化 竹見　哲也 京都大学防災研究所 教授

（ⅳ）  アジア太平洋地域でのハザードおよびリスク評価と国際協力 立川　康人 京都大学大学院 工学研究科 教授

（ⅴ）  ハザード・社会の将来変化に対応できる適応戦略 藤見　俊夫 京都大学防災研究所 准教授

日本域における気候変動予測の高度化
実施責任者・課題代表：辻野 博之（気象業務支援センター 研究推進部 第1研究推進室長）
代表機関／気象業務支援センター　　参画機関／北海道大学、東北大学、海洋研究開発機構、名古屋大学

課　　　　　題 代　　表　　者

（ⅰ）   日本域気候変動の予測システム開発とメカニズム解明 辻野　博之 気象業務支援センター 室長 

a    全球高解像度気候変動予測システム開発（全球班） 水田　　亮 気象業務支援センター 研究員 

b    日本域大気・陸面変動予測システム開発（領域班） 川瀬　宏明 気象業務支援センター 研究員 

c    日本域海洋変動予測システム開発（海洋班） 中野　英之 気象業務支援センター 研究員 

石川　洋一 海洋研究開発機構 センター長

d    統合的解析による日本域気候変動メカニズム解明（解析班） 遠藤　洋和 気象業務支援センター  研究員

（ⅱ）  地域・流域の適応策推進に向けた気候変動予測情報の創出・極端現象メカニズムの解明 山田　朋人 北海道大学大学院工学研究院 教授

a    高解像度データセットと力学的・統計的情報を統合した予測手法の開発 山田　朋人 北海道大学大学院工学研究院 教授

坪木　和久 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授

b    近年の極端気象に影響を及ぼす気候気象要因の分析 川瀬　宏明 気象業務支援センター 研究員

c    地域・流域スケールにおけるリスク増大・最大規模を考慮した極端現象のメカニズム解明 山崎　　剛 東北大学大学院理学研究科 教授

（ⅲ）  海外の脆弱地域における高精度気候予測データセットの創出 村田　昭彦 気象業務支援センター 研究員

ワークス「プロダクツ利活用促進」 仲江川敏之 気象業務支援センター 研究員

領域課題

3

気候変動予測と気候予測シミュレーション技術の高度化（全球気候モデル）
実施責任者・課題代表：渡部 雅浩（東京大学大気海洋研究所 教授）
代表機関／東京大学大気海洋研究所　　参画機関／海洋研究開発機構、国立環境研究所、気象業務支援センター

課　　　　　題 代　　表　　者

（ⅰ）   気候シミュレーション技術の高度化研究
a    気候・炭素循環予測技術の高度化と予測情報の創出 建部　洋晶 海洋研究開発機構 グループリーダー

b    モデルと衛星データの融合研究による気候変化プロセスの理解 鈴木健太郎 東京大学大気海洋研究所 教授

c    陸域環境変化の理解と予測 芳村　　圭 東京大学生産技術研究所 教授

（ⅱ）  地球システム変動の要因分析と予測
a    温暖化レベルの理解と予測不確実性の低減 小倉　知夫 国立環境研究所 室長

b    過去から将来の気候変動のメカニズム理解 小坂　　優 東京大学先端科学技術研究センター 准教授

c    イベント・アトリビューション研究の深化と発展 今田由紀子 気象業務支援センター 研究員

領域課題

1

カーボンバジェット評価に向けた気候予測シミュレーション技術の研究開発（物質循環モデル）
実施責任者・課題代表：河宮 未知生（海洋研究開発機構 地球環境部門 環境変動予測研究センター センター長
代表機関／海洋研究開発機構　　参画機関／国立環境研究所、電力中央研究所

課　　　　　題 代　　表　　者

（ⅰ）   階層的アプローチによる先端的地球システムモデリング
a    生態系・物質循環プロセスの高度化 羽島　知洋 海洋研究開発機構 グループリーダー代理

b    気候モデルエミュレータによる知見統合 筒井　純一 電力中央研究所 主席研究員

（ⅱ）  包括的な地球気候システム研究のための基盤構築 建部　洋晶 海洋研究開発機構 グループリーダー

（ⅲ）  地球―人間システムの相互作用および将来シナリオ分析
a    地球―人間システムのフィードバック解析 立入　　郁 海洋研究開発機構 グループリーダー

b    地球―人間システムの将来シナリオ分析 横畠　徳太 国立環境研究所 主幹研究員

（ⅳ）  領域課題間連携のための技術・事務支援 河宮未知生 海洋研究開発機構 センター長／東北大学WPI-AIMEC 教授

領域課題

2 兼任：東北大学 変動エコシステム高等研究所 教授）




